
１１，９２４検査中、１，０８０件陽性、陽性率９．１％、
９，９３４検査中、
８，５１２検査中、

【堺市の推移】 （9月12日の週から堺市発表の陽性者数を使い、これまでの累計数を計算している）

陽性者数 ２/６～２/１２ ＋１，３３２例、累計は２２７，２９４例であった。
２/１３～２/１９
２/２０～２/２６

感染症情報 ２月２０日～２６日

麻疹や風疹の報告はなかった。

【大阪府の推移】（患者報告数：大阪府感染症情報センター、陽性率：大阪府）

報告数

陽性率 ２/８～２/１４
２/１５～２/２１
２/２２～２/２８

指定感染症：

２/１３～２/１９
２/２０～２/２６

１０４，７２０検査中、
１２５，３５１検査中、

陽性率

④突発性発疹

②溶連菌感染症

⑤咽頭結膜熱

６７例（堺市

３２例（堺市 ３例）
１８例（堺市 １例）

報告数での順位である。前週比１４．５％減の１，３０６件の報告数
であった。感染性胃腸炎が府下で前週比１４％減、堺市で前週
１３５例→今回１１１例であった。溶連菌感染症が府下で１５％減、
堺市で前週・今回とも５例であった。ＲＳウイルス感染症が府下で
３０％増、堺市は前週１例→今回３例であった。咽頭結膜熱が府下
では前週比２２％減、堺市で前回２例→今回１例であった。
インフルエンザが府下で前週から３３％減。堺市で前週から４１％
減であった。定点あたり大阪府が２２．０４→１４．７４、堺市が前週
２３．０７→今回１３．７１であった。

５例）
③ＲＳウイルス感染症 ５２例（堺市 ３例）

２/６～２/１２

２，８１１，３３４例になっていた。

４，６１１件陽性、陽性率 ４．４％

＋５１３例、累計は２２８，５９１例であった。

２/９～２/１５
２/１６～２/２２
２/２３～３/１ ５．１％４３５件陽性、陽性率

６４０件陽性、陽性率６．４％、

＋７８４例、累計は２２８，０７８例であった。

６，８３９件陽性、陽性率 ５．５％、
１４１，２８５検査中、１０，３７０件陽性、陽性率 ７．３％、

＋１３，５９２例、累計２，７９６，１９２例に、

＋５，８３６例、累計
＋９，３０６例、累計２，８０５，４９８例に、

１１１例）

４，３７７例（堺市
府下小児科２９７医療機関（堺市２８）から

３８４例）インフルエンザ

府下小児科１９４医療機関（堺市１８）から

①感染性胃腸炎 １，１０９例（堺市

（12月21日に遡り、大阪府発表の陽性者数から自己検査陽性・登録者数を引き、陽性率＝医療機関での
陽性者数/医療機関での検査数（同一人物に抗原検査とPCR検査の重複はありうる）に変更した）
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